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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の孔路が並列に一体的に形成されたマルチルーメンチューブが内視鏡の挿入部内に挿
通配置され、上記挿入部の先端において、上記マルチルーメンチューブの上記複数の孔路
の中の少なくとも一つの孔路が真っ直ぐに外方に向けて開口すると共に、他の少なくとも
一つの孔路の開口に連なる流路を側方に曲げるノズル部材が設けられた内視鏡のノズル取
付構造において、
　上記マルチルーメンチューブの先端部分を、上記他の少なくとも一つの孔路の開口位置
が上記少なくとも一つの孔路の開口位置より後退した状態になるように切り削いで、その
切り削ぎによって形成された平面状の側壁部分に、上記ノズル部材に平面状に形成された
接合壁面を、上記ノズル部材の先端開口であるノズル口側からその背後方向に向かって当
てつけて全面において接着したことを特徴とする内視鏡のノズル取付構造。
【請求項２】
さらに、上記マルチルーメンチューブの先端部分の上記少なくとも一つの孔路を囲む壁部
の外周面に、上記ノズル部材に形成された外縁壁が接着されている請求項１記載の内視鏡
のノズル取付構造。
【請求項３】
上記挿入部の先端に配置された先端部本体の先端面付近に上記マルチルーメンチューブの
先端が配置されていて、上記他の少なくとも一つの孔路の開口に面して上記先端部本体に
形成された流路が、上記ノズル部材の接合壁面の近傍で拡張形成されている請求項１又は
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２記載の内視鏡のノズル取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡の送気、送水、吸引等の流体通路としてマルチルーメンチューブが用
いられた内視鏡のノズル取付構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
マルチルーメンチューブには、複数の孔路が隣接して並列に並んで配置されているので、
単孔のチューブを複数並べて配置するよりスペース的に有利である。
【０００３】
ただし、そのようなマルチルーメンチューブを内視鏡の送気、送水、吸引等の流体通路と
して用いると、吸引（兼処置具挿通チャンネル）に用いられている孔路は先端において真
っ直ぐに外方に向かって開口させ、送気、送水に用いられている孔路には、開口に連なる
流路を側方に曲げるノズル部材を設ける必要がある。
【０００４】
そこで、従来の内視鏡のノズル取付構造においては、マルチルーメンチューブの先端が固
着された内視鏡の先端部材の外表面に、真っ直ぐの孔と直角に折れ曲がった孔とが穿設さ
れたノズル部材を接合していた（例えば、特許文献１）。
【０００５】
【特許文献１】
特許第２７５０６１２号、第１図、第４図
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述のようにノズル部材を内視鏡の先端部材の外表面に接合しただけでは、ノズ
ル内を通過する流体の圧力が接合部を剥離する方向に直接作用し、しかも広い接合面積を
確保するのは困難なので、使用を重ねるうちにノズル部材が脱落してしまう恐れがあった
。
【０００７】
そこで、例えばノズル部材を内視鏡の先端部材に対して差し込む状態に接合すれば、接合
面に作用する流体圧が剪断方向にしか作用しないのでノズル部材が脱落する可能性は著し
く低下するが、マルチルーメンチューブの孔路の開口とノズル部材との間の流路の構造が
複雑になって、流路が詰まる故障等が発生し易くなる。
【０００８】
そこで本発明は、マルチルーメンチューブの先端開口に連なる流路を側方に曲げるノズル
部材を、使用が繰り返されても剥離の恐れがなく、しかもシンプルな構造で詰まりの恐れ
等のないように接合、固定することができる内視鏡のノズル取付構造を提供することを目
的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡のノズル取付構造は、複数の孔路が並列に一
体的に形成されたマルチルーメンチューブが内視鏡の挿入部内に挿通配置され、挿入部の
先端において、マルチルーメンチューブの複数の孔路の中の少なくとも一つの孔路が真っ
直ぐに外方に向けて開口すると共に、他の少なくとも一つの孔路の開口に連なる流路を側
方に曲げるノズル部材が設けられた内視鏡のノズル取付構造において、マルチルーメンチ
ューブの先端部分を、他の少なくとも一つの孔路の開口位置が少なくとも一つの孔路の開
口位置より後退した状態になるように切り削いで、その切り削ぎによって形成された側壁
部分にノズル部材の接合壁面を接着したものである。
【００１０】
なお、さらに、マルチルーメンチューブの先端部分の少なくとも一つの孔路を囲む壁部の
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外周面に、ノズル部材に形成された外縁壁が接着されていれば、ノズル部材がより強固に
接着、固定される。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は、本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の正面図であり、挿入部の先端に配
置された先端部本体１の先端面に、前方を観察するための観察窓２と照明窓３が並んで配
置され、観察窓２の表面に向かって開口するノズル部材１０には、前方に向かって開口す
る吸引口４が併設されている。
【００１２】
図１は、挿入部先端の側面断面図であり、理解し易くするために、ノズル部材１０を単体
で示す斜視図を併記してある（実際には、ノズル部材１０はマルチルーメンチューブ２０
に対して固着されていて、単体では外れない）。５は、観察窓２内に配置された対物光学
系である。
【００１３】
２０は、内視鏡の挿入部内に全長にわたって挿通配置されたフレキシブルなマルチルーメ
ンチューブであり、その先端付近が先端部本体１に形成された貫通孔に挿通、接着されて
、マルチルーメンチューブ２０の先端は先端部本体１の先端面に達している。
【００１４】
この実施例のマルチルーメンチューブ２０には、管軸に対して垂直な断面を図示する図３
に示されるように、吸引孔路２１と送気孔路２２と送水孔路２３の三つの孔路が軸線方向
に並んで形成されている。ただし、送気孔路２２と送水孔路２３とが一つに集合されたタ
イプや、それ以外のレイアウトのマルチルーメンチューブであっても差し支えない。
【００１５】
マルチルーメンチューブ２０の先端部分は、マルチルーメンチューブ２０を単体で図示す
る図４にも示されるように、吸引孔路２１が先端面に真っ直ぐに開口しているが、送気孔
路２２の先端開口と送水孔路２３の先端開口とが吸引孔路２１の先端開口位置より後退し
た位置になるように切り削がれた形状に形成されている。
【００１６】
２４はその切り削ぎにより形成された切削側壁面であり、吸引孔路２１の外周壁を破らな
い位置であって、且つ送気孔路２２及び送水孔路２３の両先端開口と干渉しない位置に、
真っ直ぐな平面状に形成されている。
【００１７】
図１に戻って、そのような形状に形成されたマルチルーメンチューブ２０は、吸引孔路２
１の先端開口が先端部本体１の先端面より前方に突出し、送気孔路２２と送水孔路２３の
先端開口が先端部本体１の先端面より先端部本体１内に引っ込んだ状態になるように配置
されて先端部本体１に固着されている。そして、そのように配置されたマルチルーメンチ
ューブ２０の先端部分にノズル部材１０が接着固定されている。
【００１８】
ノズル部材１０は、吸引孔路２１の先端開口と同等の大きさの吸引口４が形成された外縁
壁１１付きの蓋状に形成され、観察窓２の表面に向かう部分だけ外縁壁１１が除去されて
そこがノズル口１２になっている。
【００１９】
したがって、送気孔路２２又は送水孔路２３から送り出される空気や水が、ノズル部材１
０において側方に曲げられて、ノズル口１２から観察窓２の表面に向かって噴射される。
【００２０】
ノズル部材１０の裏面部分にはマルチルーメンチューブ２０の切削側壁面２４に沿う状態
になる平板状の接合板部１３が真っ直ぐに突出形成され、接合板部１３の左右両端部分と
外縁壁１１との間には隙間がない。
【００２１】
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接合板部１３は、切削側壁面２４の中程まで達する程度にノズル部材１０から突出してお
り、切削側壁面２４に面する側が全面において切削側壁面２４と接着されている（接合壁
面１３ａ）。したがって、接着面積を非常に広く確保することができる。
【００２２】
また、接合板部１３から見てノズル口１２と逆側にある外縁壁１１は、先端部本体１の先
端面から突出するマルチルーメンチューブ２０の先端部分の周囲を接合板部１３と共に囲
む形状に形成されていて、その外縁壁１１の内周面が全面においてマルチルーメンチュー
ブ２０の外周面と接着されている。
【００２３】
そのような構成により、マルチルーメンチューブ２０内を通過する流体の圧力によりノズ
ル部材１０がマルチルーメンチューブ２０から抜け落ちる方向に力が作用しても、その力
はマルチルーメンチューブ２０の切削側壁面２４と接合板部１３の接合壁面１３ａとの接
着面に対して剪断方向にしか作用しないので、使用が繰り返されても接着部が剥離するよ
うなことにはならない。
【００２４】
このようにしてマルチルーメンチューブ２０に対して接合されたノズル部材１０は、外縁
壁１１部分の接合によりマルチルーメンチューブ２０に対してガタつきなく位置決め固着
され、接合板部１３部分の接合により確実に抜け止めされている。
【００２５】
なお、接合板部１３の存在によって送気と送水の出口近傍の流路断面積が狭くなってしま
わないように、接合板部１３の切削側壁面２４に面する先端部本体１内の空間に流路拡張
部６が形成されている。
【００２６】
このようにして、シンプルな構成により送気送水のための流路が確保されて、流路が詰ま
る故障等も発生し難い。なお、流路拡張部６は、送気送水能等を考慮して適宜の大きさ及
び深さに形成すればよく、必要がなければ設けなくても差し支えない。
【００２７】
図５は、内視鏡の可撓性挿入部が体内汚液に触れないように可撓性挿入部に外套シースを
被覆して使用する汚染防止型の内視鏡に、本発明を適用した場合を示している。
【００２８】
マルチルーメンチューブ２０は、外套シース７の先端に取り付けられている透明キャップ
７ａに固着されていて、先端部本体１に先端が固着されている案内チューブ９内に挿脱自
在になっている。なお図５は、理解し易くするために、先端部本体１に密着させる外套シ
ース７の透明キャップ７ａを先端部本体１から少し引き離した状態を示してある。
【００２９】
このように構成された汚染防止型の内視鏡の場合には、透明キャップ７ａに固着されてい
るマルチルーメンチューブ２０の先端部分に上記実施例と同様のノズル部材１０が接着さ
れる。
【００３０】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えばマルチルーメンチューブ２
０の断面形状が、図６に示されるように平面状に切り削げないような場合には、図７に示
されるように、切削側壁面２４が送気孔路２２及び送水孔路２３と干渉する状態に真っ直
ぐに切り削いで、図８に示されるように、その切削側壁面２４と当接するノズル部材１０
の接合板部１３とマルチルーメンチューブ２０との間の隙間空間部分に接着剤２５を充填
するような構成をとってもよい。
【００３１】
【発明の効果】
本発明によれば、マルチルーメンチューブの先端部分を切り削いでその切り削ぎによって
形成された側壁部分に、流路を側方に曲げるノズル部材の接合壁面を当接させて接着した
ことにより、ノズル部材を、使用が繰り返されても剥離の恐れがなく、しかもシンプルな
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部先端の正面図である。
【図３】本発明の第１の実施例のマルチルーメンチューブの管軸に垂直な断面の断面図で
ある。
【図４】本発明の第１の実施例のマルチルーメンチューブの斜視図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡の挿入部先端の側面断面図である。
【図６】本発明の第３の実施例のマルチルーメンチューブの管軸に垂直な断面の断面図で
ある。
【図７】本発明の第３の実施例のマルチルーメンチューブの斜視図である。
【図８】本発明の第３の実施例のノズル部材の接合板部とマルチルーメンチューブと　の
接合部の軸線に垂直な断面の断面図である。
【符号の説明】
１　先端部本体
４　吸引口
６　拡張部
７　外套シース
７ａ　透明キャップ
１０　ノズル部材
１１　外縁壁
１２　ノズル口
１３　接合板部
１３ａ　接合壁面
２０　マルチルーメンチューブ
２１　吸引孔路
２２　送気孔路
２３　送水孔路
２４　切削側壁面
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